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 共感＝流行という意味では、彼の目的に近づいたと言えるのかもしれない。それは三田君の気持ちや
制作意図が誰にでもわかり易くなったからである。だが、わかり易い＝共感とは絵画を勉強する事にお
いては、目標とする次元が違うのではないだろうか。私は以前の彼の作品に共感していたのだが、最近
作には共感できない。人気作家ではなく、地道に独自な道を一歩一歩踏み込んだ作家になることを希望
していたのだが、私との「共感」の方向性が違ってきたように思う。独自性を持った作品はおおむね賛
否両論になる。私の感覚が古いのかもしれない。ただこれが「若い人の共感」＝「現代絵画」と言うな
らば、本当の評価は数十年後にくだされることになるだろう。ひたむきな制作態度、彼の持っている独
自の絵画的素質によって共感レベルを民衆に求めるのではなく、物を深く見る目を肥やしている人に共
感されるような作家になるよう期待している。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 古来より様々な動物が先人によって描かれている。なかでも白象や鹿などの白化変異種（アルビノ）
は神の使いと崇められ、多くの人々の信仰を集めてきた。三田君の描いているイノシシやウサギもそれ
に当たるがとりわけ宗教的でないものをあたかも宗教的に描き、それらの動物も白で表現され彼の唱え
る神化＝女性化に成功している。 
 彼は自身の作品を女性化する過程において、身体の曲線、仕草、頭髪であると論じ、動物の姿を女性
化することで彼自身の考える「神」を表現している。それは「国宝 源氏物語絵巻」や「扇面古写経」
を大学院で学んだことで、彼の強い想い入れが、古典への傾倒として発展してきたものでもある。彼の
ように、どんなものにも宗教性を持たせることで、何でもない様々な動物達を神化させる考えには、彼
の並々ならぬ強い意志を感じることが出来る。 
 八百万の神々は日本では古くから葉や石、水、様々な物に宿ると考えられてきた。この考えは日本独
自の考え方であり、万物に宗教性を持たせることで救いを求めた結果といえよう。 
 その欲求は、古来より私たちの祖先が自然に対し畏敬の念を込め、繰り返してきた様々な創作に同様
に見られ強い想いにも通じていく。 
 作品については古色を感じさせるような背景の風合いや色の処理が、彼の唱える神化と相まって画面
に奥行きを持たせている。またそれぞれデフォルメされた動物は、様々な異論もあるが、形もたおやか
であり日本のかな文字をくずしているようなフォルムは、「国宝源氏物語絵巻」を模写し学習した成果で
もある。 
 それぞれの動物の表現が宗教的に高まり、「白色」の質がより深くなることで、「白」にせまれると、
さらに作品に磨きがかかり、「神」がかってくれるであろう。そこを彼の中でどう消化し発展させていく
のか今後に注目し期待したい。本論文については、作品と関連しわかりやすい論文となっている。 
 三田君の将来への希望を込め、2012年1月31日主査である日本画研究室教員の３名、及び論文担当第一
副査、佐藤道信教授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断し合格とした。 
 
 
